
2014/11/4

1

創造スタッフ室のあり方について

創造スタッフ室について（追加資料）

施設をアクティブにするためのスペース
• レセプショニスト（文化サポーター） ＊青字は既に取組みがあるもの

• 文化レポーター／広報宣伝サポーター
• 市民企画事業の提案者
• チラシ作成・印刷（文化事業関係）
• ワークショップ・講座参加者
• 写真撮影／映像撮影サポーター ＊緑字は今後取組み予定

• 展示保守サポートスタッフ
• 各自主事業サポーター
• 自主事業参加者
• 施設飾り付けサポーター
⇒文化団体等のたまり場ではない。
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創造スタッフ室の在り方について

≪開館前の既存の事業に
よる市民参加の流れ≫

◎文化レポーター ◎AMWS

◎文化資源発掘WS

○変化が生まれる
○話がつながっていく

○発信力が高まる ○まちに広がる

開
館

「
質
」
の
向
上

成功体験の積み重ね
→新しいセンターの活動
に参加しているという意識

≪これらにつながる運営の仕組み≫
・登録制：目的意識を明確に持つこと ・WS：自主事業の芽生え ・管理運営委員会
・コーディネーター：事業同士の体系的な流れの整理、組織間の有機的なつながり

各団体の連携の場所


